
比屋定小学校と佐賀県伊万里市大川小学校の交流授業

　令和４年10月25日、比屋定小学校（３・５・６年生、６名）
と大川小学校（５年生、21名）の交流授業が行われました。
　海洋深層水を活用した海洋温度差発電の繋がりを契機に、久
米島町と佐賀県伊万里市、佐賀大学において「海洋温度差発電
の研究開発及び利活用並びに地域交流の推進に関する連携協
定」を平成28年７月に締結し、同年度から交流授業が始まり，
今年で６回目となります。
　交流授業はWeb会議形式で行われ、海洋温度差発電に関す
る講和や両校の学校及び名産品、恒例行事等の紹介、両地域の
方言や特別な授業、給食メニューといった質問・回答が行われ
ました。

　地方教育行政で功労が顕著な方を文部科学大臣が表彰する、地方教育行政功労者として、元久米
島町教育委員会教育長の吉野剛さんが表彰を受けられ、桃原町長へ受賞報告がありました。
　吉野さんは教育長在任期間中に６園あった町立幼稚園を２園に統廃合し、保育内容や安全面など
に対する課題の解決に貢献しました。また、図書館機能を有する複合施設「久米島町複合型防災・
地域交流センター（ほんのもり）」の開館に尽力されました。

令和４年度「教育行政功労者」受賞

「伊万里市の文化や大川小学校の行事等、今まで知ら

なかったことを知れて、とてもよかったです。」と述

べていました。

交流授業を終えた鳥谷部 真理(とりやべ しんり)さんの感想
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